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マネジメントの任にあたることになるとは，全くの "想定外 "ではあった．しかし，我が人生第 3
ステージ（大学卒業しての自立後，第 1ステージ（外国留学時代），第 2ステージ（企業研究者時代）に引き続
き大学にての第 3ステージ）において，とても貴重な経験をさせていただいたと感謝している．
世のため人のためになることが最高の幸せ，生涯現役で働き続けることを目指す私にとって，こ
れらの経験は，我が人生第 4ステージにおいても大いに役立っているし，今後も大いに役立てたい
と思っている． （inoue@cc.kyoto-su.ac.jp）
追記
大学教員のしごとは，教育，研究，組織マネジメント・・・に大別できよう．最後に，研究分野に関しての我
が四半世紀についてもひとこと付記しておきたい．第 3ステージ（大学）においても第 2ステージに引き続き，
理論研究と並行して実践研究を行ってきたが，実践研究の一環としての産学協同プロジェクトを推し進める中で，
企業経営／マネジメントの改革をサポートすることも常に志向・実践してきた．
学内での改革そして学外での改革サポートにおいて蓄積してきた経験・ノウハウを，今後第 4ステージでも，
企業経営コンサルテーションなど各種分野に活用／応用・実践していきたいと考えている．
